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〇議事日程第 1号

平成6年5月12日（木） 午前10時開会

第1 会議録署名議員の指名について

第2 会期の決定について

第3 故川村幸善君に対する追悼の辞
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ー四日市市税条例の一部改正について一
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午前10時2分開会

〇副議長（田中 武君） おはようございます。川村議長のご逝去に伴い、

議長の眺務を行いますので、よろしくお願いいたします。

ただいまから平成6年5月四日市市議会臨時会を開会いたします。

ただいまの出席議員数は39名であります。
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今臨時会の議事説明者は、市長初め8名であります。

表彰状の伝達

〇副議長（田中武君） 会議に先立ちまして、去る 4月19日、浜松市で

開催されました第77回東海市議会議長会定期総会において、 15年以上の在

職議員として故川村幸善議長、伊藤雅敏君、堀内弘士君、 7阻抒幹郎君が表

彰されましたので、ただいまから表彰状の伝達を行います。

お名前を申し上げた諸君は議場中央にお進み願います。

なお、故川村幸善議長の表彰状は政友クラプの代表であります大谷茂生

議員に伝達させていただきますので、よろしくお願いいたします。

吠谷茂生君、伊藤雅敏君、堀内弘士君、水野幹郎君

議場中央に進む〕

〇副議長（田中武君）

表 彰 状

四日市市議会議長故川村幸善殿

あなたは市議会議員の要職にあること15年、鋭意市政の発展に寄与され

た功績は誠に顕著であります。よって、本会表彰規程によりこれを表彰し

ます。

平成6年 4月19日

〔表彰状授与〕 （拍手）

表彰

四日市市議会議員伊藤雅敏殿

以下同文でございます。

〔表彰状授与〕 （拍手）

東海市議会議長会会長 ・

i兵松市議会議長三輪新五郎

状

表 彰 状
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四日市市議会議員堀内弘士殿

以下同文でございます。

〔表彰状授与〕 ， （拍手）

表彰状

四日市市議会議員水野幹郎殿

以下同文でございます。

〔表彰状授与〕 （拍手）

〇副議長（田中武君） これより本日の会議を開きます。

本日の議事につきましては、お手元に配付いたしました議事日程第 1号

により取り進めますので、よろしくお願いいたします。

日程第 1 会議録署名議員の指名について

〇副議長（田中 武君） 日程第 1、会議録署名議員の指名を行います。

今臨時会の会議録署名議員に伊藤正数君及び水野和子君を指名いたしま

す 。・

日程第2 会期の決定について

〇副議長（田中武君） 日程第2、会期の決定についてを議題といたし

ます。

おはかりいたします。今臨時会の会期は、本日と明日 5月13日の2日間

といたしたいと思います。これにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

〇副議長（田中 武君） ご異議なしと認めます。よって、今臨時会の会

期は、本日と明日5月13日の2日間と決定いたしました。

日程第3 故川村幸善君に対する追悼の辞
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〇副議長（田中武君） 日程第3、故川村幸善君に対する追悼の辞。従

六位勲五等瑞宝章川村幸善議長は去る 4月9日ご逝去されました。謹んで

哀悼の意を表します。故川村幸善議長のご冥福をお祈りいたしまして、全

員で黙稿をささげたいと思います。

皆様、ご起立をお願いいたします。

〔全員起立］

〇副議長（田中武君） 黙蕎。

〔全員黙稿〕

〇副議長（田中武君） ありがとうございました。ご着席願います。

故川村幸善議長に追悼の辞をささげるため、水野幹郎君から発言を求め

られておりますので、これを許します。

水野幹郎君。

〔水野幹郎君登壇〕

〇水野幹郎君皆様のお許しを得まして、私は故川村幸善議長に対し、謹

んで追悼の辞をささげたいと思います。

本日ここに、平成6年5月臨時会の開会に当たり、この議場において、

ありし日のあなたのお姿を追想するとき、我々議員一同、惜別の情を禁じ

得ないところであります。

あなたは昭和54年5月に市議会議員に初当選されて以来、連続4期15年

にわたって精力的に市政の振興に参画されてまいりました。

私は、あなたと同じ時期に議員に選出された同期生であり、生前の偉大

なご功績を知る者の一人でありますが、若き日のあなたは明朗濶達で衆望

厚く、直面する諸課題に真正面から取り組み、持ち前の決断力と行動力を

いかんなく発揮され、市民福祉の向上に多大なるこ双］績を残されました。

その強力なリーダーシップは、自来いささかも衰えることはなく、議会内

外でのさまざまな活動を通じて四日市市政の伸展に大きく貢献されたので

ございます。
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また、その包容力にあふれた人柄と抜群の政治手腕は、議員一同ひとし

く認めるところとなり、平成3年5月には第55代四日市市議会議長に推挙

されたのであります。

そして、卓越した行動力と洞察力でもって多くの懸案事項に取り組まれ、

あたかも快刀乱麻を断つがごとく、鮮やかな手腕で、その早期解決に努め

られたのでございます。

このような輝かしいご活躍によって、昨年5月には再び第57代四日市市

議会議長に推挙され、市政の振興とともに議会の円滑な運営と権威の向上

に格段のご尽力をされたのでございます。

私は、ちょうどその間に議長の要職を務めさせていただいたのでありま

す。それだけに、あなたの見識と先見性の高さを人一倍強く感じたところ

でありますし、何よりも我が郷土四日市を愛してやまない気持ちの強さに

深く心を打たれたものでございます。

そのようなあなたが、去る 4月9日、四日市市友好訪中団の顧問として

中国上海市を訪問中に急逝されたとの報に接したとき、にわかには信じる

ことができず、しばらく我が耳を疑ったのがつい昨日の出来事のように思

えてなりません。

長年にわたる議員活動を通じて、近隣自治体との広域行政の推進やス

ポーツの振興に積極的に取り組まれるなど、あなたのご功績は枚挙にいと

まがないところであります。こうした多方面にわたる輝かしいご功績は必

ずや長く後世に語り継がれていくものと確信するものであります。

ここに心からご冥福をお祈りするとともに、残された私たち議員一同は、

あなたがこよなく愛したまち四日市のさらなる発展のために全力を傾注し

て取り組むことをお誓い申し上げ、追悼の辞とさせていただきます。

日程第4 議案第49号専決処分について及び議案第50号専決処分に

ついて
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〇副議長（田中 武君） 日程第4、議案第49号専決処分について及び議

案第50号専決処分についての 2件を一括議題といたします。

提案理由の説明を求めます。

市長。

〔市長⑳藤寛嗣君）登壇〕

〇市長傭］藤寛嗣君） ただいま上程されました各議案についてご説明申

し上げます。

議案第49号は、地方交付税及び起債が年度末に至っで決定をみたことに

伴い、平成5年度一般会計補正予算 005号）を地方自治法第 179条第 1

項の規定に基づき専決処分したものであります。

内容については、特別交付税の増額と公園整備事業等に係る起債の増額

及び社会教育施設整備事業等に係る起債の減額補正並びに固定資産税、都

市基盤・公共施設等整備基金繰入金の減額補正と関連する地方債の変更を

行ったものであります。

議案第50号は、去る 3月29日に成立し、 4月1日から施行されました地

方税法及び地方財政法の一部を改正する法律に基づき、個人の市民税の特

別減税、均等割の非課税限度額の引き上げ、法人市民税の均等割税率の見

直し、特別土地保有税の課税の特例措置の見直し等、市税条例の一部改正

を地方自治法第 179条第1項の規定に基づき専決処分したものであります。

以上が各議案の概要であります。どうかよろしくご審議いただき、ご承

認賜りますようお願い申し上げます。

〇副議長（田中武君） 提案理由の説明はお聞き及びのとおりでありま

す。ご質疑がありましたらご発言願います。

橋本茂君。

〔橋本茂君登壇〕

〇橋本茂君議案第50号四日市市税条例の一部改正についてお聞きをい

たします。
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本議案では、国の地方税法の一部改正に韮づいて本市の法人市民税の均

等割の税率の見直しが提案されておりますが、この内容を見てみますと、

資本金1,000万円以下で従業員が50人以下のいわゆる中Ij渇辟1B企業と言わ

れるところで現行4万円の税額が5万円になる。これは税率にいたしまし

て25％の大幅引き上げとなっております。一方で、 10億円を超えるないし

は50億円を超えるいわゆる大企業のランクで、しかも従業員50人以下の企

業の場合は、税額を40万円から41万円に引き上げる、これは税率ではわず

か2.5％であります。また、従業員が50人を超える場合は、税額は300万円、

これは据え置きという措置にするという案になっております。どう見まし

ても、この内容は大企業優遇の状態を温存している措置になっておりまし

て、中Ij澪細企業に明らかに不公平な税の形をあらわしております。

そこで、市当局は今回の改正案、見直し案を提起するに当たって、大企

業に対しては税率いっぱいにかけるという措置をとって、中小零細企業と

のバランスをとるという検討はなされなかったのかどうか、お聞きをいた

します。

〇副議長（田中武君） 財政部長。

団オ政部長（野呂 修君）登壇〕

〇財政部長（野呂 修君） お答え申し上げます。

今回専決処分させていただきました市税条例の一部改正は、去る 3月29

日、現在開催中の今国会で成立いたしました地方税法等の一部を改正する

法律に基づきまして、必要な改正を機械的に行ったものでございまして、

四日市市独自の考え方をつけ加えたりしたものではございません。

したがいまして、ご指摘のございました法人住民税の均等割に関する改

正もその一環であることはもちろんでございます。今回の地方税法の改正

に先立ちまして、去る 2月9日に政府の税制調査会から答申が出されてお

りますが、この答申によりますと、法人住民税の均等割については、物価

水準等の推移、地域社会との受益関係等を勘案し、その負担が適正な水準
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となるように引き上げを図ることが適当であるというふうに言っておりま

す。そしてさらに、均等割の引き上げを検討するに当たっては、大法人に

ついては既に全体として相応の負担水準となっていること、資本金等の額

が小さい法人にかかる現在の税率は、事業活動を目的とする法人にとって

地域社会の費用の負担水準としては低いものであると考えられる。こうい

う事情を考慮することが適当であると、こういうふうに答申では述べてお

ります。

このような税調の答申を受けて、法人住民税の均等割は地方団体の構成

員である法人等に対しましても、所得の多い少ないにかかわらず、地域社

会の費用を広く負担していただくという性格の税でもございますので、そ

れに加えて、昭和59年度に改正されて以来、この均等割の税率は10年間据

え置かれているというようなことを総合的に勘案して、今回の改正に至っ

たものと考えております。

なお、今回の地方税法の改正では、法人市民税と同時に徴収される県民

税がございますが、法人県民税の均等割も同時に改正されておりまして、

この場合は、市町村民税とは逆に、資本金等の大きさの区分に応じて1万

円から 5万円まで5段階に累増していくというような形で増額の見直しが

行われておりますので、住民税のトータルで見れば、小さな法人だけに負

担増を課した改正にはなっておりませんので、申し添えさせていただきま

す。

〇副議長（田中武君） 橋本茂君。

〇橋本茂君 申し上げた点は、本市の圧倒的多数を占めます中小零細企

業に、この不況の中で重くのしかかる税となって徴収されるわけでござい

ますから、そういう点をよく勘案していただいて、委員会で審査をいただ

きたいと思います。

なお、つけ加えて申し上げておきますが、これは国会で当然審議をされ

て本市に提起をされてまいります。ところが、市長からは専決処分という
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扱いとして提案されております。私どもは、こうした重要な改正はきちん

と4月1日に臨時議会を開いて審議すべきであるという考えでございます。

そうしたことはこれまで申し上げてまいりましたけれども、このことを最

後に強く指摘をいたしまして、私の質疑を終わらせていただきます。

〇副議長（田中 武君） 他にご質疑もありませんので、質疑を終結いた

します。

本件を総務委員会に付託いたします。

なお、総務委員会は、本日の本会議終了後直ちに開会されますので、念

のため申し上げます。

〇副議長（田中 武君） 以上で本日の日程は全部終了いたしました。

次回は、明日午前10時から会議を開きます。

本日は、これをもって散会いたします。

午前10時22分散会
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〇議事日程第2号

平成6年5月13日（金） 午前10時開議

第1，議案第49号及び議案第50号 …………………… 委員長報告・質疑

討論・採決

第2 発議第2号四日市市議会委員会条例の一部改正について

説明・質疑

討論・採決

第3 選挙第1号四日市市議会議長の選挙について

第4 四日市市議会副議長の辞職について

第5 選挙第2号四日市市議会副議長の選挙について

第6 発議第3号四日市市議会議会運営委員会委員の選任について

第7 発議第4号 四日市市議会常任委員会委員の選任について

第8 選挙第3号四日市港管理組合議会議員の補欠選挙について

第9 選挙第4号 四日市、菰野、川越、朝日地区衛生組合議会議員の補

欠選挙について

第10 選挙第5号三洒伝染病隔離病舎組合議会議員の選挙について

第11 選挙第6号北勢公設地方卸売市場組合議会議員の補欠選挙につい

て

第12 選挙第7号三洒農業共済事務組合議会議員の補欠選挙について

第13 発議第5号四日市市議会特別委員会の設置について

第14.議案第51号監査委員の選任について………………説明・質疑

討論・採決

0本日の会議に付した事件

1. 日程第1ないし日程第6

2.・日程追加会期の延長について

3． 日程第7
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0出席事務局職員

事務局長

参事兼議事課長

議事課長補佐

議事係長

主事

主事

長谷川昭彦

伊藤千秋

玉田耕士

井上紀久夫

濱田信―

芝田敏樹

午前10時1分開議

〇副議長（田中 武君） おはようございます。前日に引き続き議長の職

務を代行いたしますので、よろしくお願いいたします。

これより本日の会議を開きます。

ただいまの出席議員数は39名であります。

本日の議事につきましては、お手元に配付いたしました議事日程第2号

により取り進めますので、よろしくお願いいたします。

日程第 1 議案第49号及び議案第50号

〇副議長（田中 武君） 日程第1、議案第49号専決処分について及び議

案第50号専決処分についての2件を一括議題といたします。

本件に関する委員長の報告を求めます。

総務委員長毛利道哉君。

〔総務委員長（毛利道哉君）登壇〕

〇総務委員長（毛利道哉君） 総務委員会に付託されました2議案につき

まして、当委員会の審査の経過と結果をご報告いたします。

まず、議案第49号専決処分についてであります。

本件は、平成5年度一般会計補正予算 005号）について、特別交付税

の増額と公園整備事業等に係る起債の増額及び社会教育施設整備事業等に
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係る起債の減額並びに固定資産税、都市基盤・公共施設等整備甚金繰入金

の減額補正と関連する地方債の変更を専決処分により行ったものであり、

別段異議はありませんでした。

次に、議案第50号専決処分につきましては、地方税法及び地方財政法の

一部改正に伴い、個人市民税の定率による特別減税、及び非課税限度額の

引き上げ、法人市民税の均等割税額の見直し、特別土地保有税の課税の特

例措置の見直し等、市税条例の一部改正を専決処分により行ったものであ

り、一部委員から、法人市民税の均等割について一定規模以上の大企業に

対する不均一課税の導入を検討すべきとの意見がありました。

以上の経過により、当委員会に付託されました 2議案につきましては、

いずれも別段異議なく、承認すべきものと決した次第であります。

簡単でありますが、これをもちまして総務委員会の審査報告といたしま

す。

〇副議長（田中武君） 委員長の報告は、お聞き及びのとおりでありま

す。

ご質疑がありましたら、ご発言願います。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

〇副議長（田中武君） 別段ご質疑もありませんので、質疑を終結いた

します。

本件については、討論の通告がありませんので、討論なしと認めます。

これより本件を一括採決いたします。

本件に対する委員長の報告は、承認であります。

本件は、委員長の報告のとおり決することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

〇副議長（田中武君） ご異議なしと認めます。よって、本件は承認さ

れました。
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日程第2 発議第2号四日市市議会委員会条例の一部改正について

〇副議長（田中 武君） 日程第2、発議第2号四日市市議会委員会条例

の一部改正についてを議題といたします。

提出者の説明を求めます。

大谷茂生君。

吠谷茂生君登壇〕

0大谷茂生君発議第2号四日市市議会委員会条例の一部改正について、

発議者を代表して、提案理由の説明を申し上げます。

本件は、今年度から四日市港に関する重要事項を所掌する港湾審議監及

びそれを補助する組織として港湾審議室が設置されたことに伴い、市議会

常任委員会の所管事項について、お手元に配付いたしました発議案のとお

り所要の改正を行おうとするものであります。

どうかよろしくご審議いただき、ご賛同賜りますようお願い申し上げま

す。

〇副議長（田中 武君） 提出者の説明は、お聞き及びのとおりでありま

す。

ご質疑がありましたら、ご発言願います。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

〇副議長（田中 武君） 別段ご質疑もありませんので、質疑を終結いた

します。

これより本件を採決いたします。

本件は、原案のとおり決することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

〇副議長（田中 武君） ご異議なしと認めます。よって、本件は可決さ

れました。

〇副議長（田中 武君） この際、議事説明者はご退席願います。
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〔議事説明者退場〕

〇副議長（田中武君） 暫時、休憩いたします。

午前10時8分休憩

午後5時41分再開

〇副議長（田中武君） 休憩前に引き続き会議を開きます。

この際、本日の会議時間は議事の都合によりあらかじめこれを延長いた

します。

暫時、休憩いたします。

午後5時42分休憩

午後8時41分再開

〇副議長（田中武君） 休憩前に引き続き会議を開きます。

日程第3 選挙第 1号四日市市議会議長の選挙について

〇副議長（田中武君） 日程第3、選挙第1号四日市市議会議長の選挙

を行います。

議場を閉鎖いたします。

〔議場閉鎖〕

〇副議長（田中 武君） ただいまの出席議員数は、 39名であります。

それでは、投票用紙を配付させます。

〔投票用紙配付〕

〇副議長（田中武君） 投票用紙の配付漏れはありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

〇副議長（田中武君） 配付漏れなしと認めます。

投票箱を改めさせます。

〔投票箱点検〕
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〇副議長（田中武君） 異状なしと認めます。

念のため申し上げます。投票は、単記無記名であります。投票用紙に被

選挙人の氏名を 1名フルネームで記凡碩います。

それでは、順次投票願います。

〔投票〕

〇副議長（田中 武君） 投票漏れはありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

〇副議長（田中 武君） 投票漏れなしと認めます。

投票を終了いたします。

麟の閉鎖を解きます。

〔議場開鎖〕

〇副議長（田中武君） 開票を行います。

立会人に青山弘忠君及び田中俊行君を指名いたします。

両君の立ち会いをお願いいたします。

国会人（青山弘忠君、田中俊行君）登壇〕

〔開票〕

〇副議長（田中 武君） 選挙の結果を報告いたします。

投票総数 39票

これは、先ほどの出席議員数に符合いたしております。

そのうち

有効投票 39票

無効投票なし

有効投票中

伊藤雅敏君 36票

佐野光信君 3票

以上のとおりであります。

この選挙の法定得票数は、 10票であります。
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よって、伊藤雅敏君が四日市市議会議長に当選されました。

伊藤雅敏君、ごあいさつをお願いいたします。

〔議長（伊藤雅敏君）議場中央に進む〕

〇議長（伊藤雅敏君） ただいまは皆様方の温かいご酉鳴引こよりまして、

伝統ある四日市市議会の議長という職にご推挙をいただきまして、本当に

ありがとうございました。

もとより未熟な私ではあります。この 1年間、私自身精いっぱい努力い

たしますけれども、皆様方のご指導と力強いご支援がなければ、到底この

重責を担うことはできないと思います。その意味でこの 1年間、ぜひとも

皆さん方のご協力を心からお願い申し上げまして、お礼の言葉にかえさせ

ていただきます。

」 本当にありがとうございました。

（拍手）

〇副議長（田中武君） 以上で私の職務は終わりましたので、議長と交

代いたします。

〔副議長（田中武君）退席、議長（伊藤雅敏君）着席〕

日程第4 四日市市議会副議長の辞職について

〇議長（伊藤雅敏君） 日程第4、四日市市議会副議長の辞職についてを

議題といたします。

本件は田中 武君の一身上に関する事件でありますので、地方自治法第

117条の規定により、同君の退席を求めます。

園議長（田中武君）退場〕

〇議長（伊藤雅敏君） 副議長田中 武君から副議長の辞職願が提出され

ました。

辞職願を朗読させます。1

〔参事兼議事課長（伊藤千秋君）朗読〕

-2l-



辞職願

今般、都合により四日市市議会副議長を辞職いたしたく、お願いいたし

ます。

平成6年5月13日

四日市市議会議長殿

四日市市議会副議長田中武

〇議長（伊藤雅敏君） おはかりいたします。田中武君の副議長の辞職

を許可することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

〇議長（伊藤雅敏君） ご異議なしと認めます。よって、田中 武君の副

議長の辞職を許可することに決しました。

この際、田中 武君から副議長退任のごあいさつがあります。

〔田中武君議場中央に進む〕

〇田中武君ただいまは願い出ました辞職願にご許可をいただきまして、

ありがとうございました。

この 1年間未熟者の私に、副議長の重責をお与えいただきまして、さら

にまたその任務を全うさせていただくことができましたことは、ひとえに

今は亡き川村前議長を初め、各議員皆様方のありがたいご指導とご協力に

よるところでございまして、心から深く感謝を申し上げる次第でございま

す。

皆様方からいただきましたご厚情に心からお礼を申し上げまして、辞任

のごあいさつとさせていただきます。まことにありがとうございました。

（拍手）

日程第5 選挙第2号四日市市議会副議長の選挙について

〇議長（伊藤雅敏君） 日程第5、選挙第2号四日市市議会副議長の選挙

を行います。
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議場を閉鎖いたします。

〔議場閉鎖〕

〇議長（伊藤雅敏君） ただいまの出席議員数は、 39名であります。

投票用紙を配付させます。

〔投票用紙配付〕

〇議長（伊藤雅敏君） 投票用紙の配付漏れはありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

〇議長（伊藤雅敏君） 配付漏れなしと認めます。

投票箱を改めさせます。

〔投票箱点検〕

〇議長（伊藤雅敏君） 異状なしと認めます。

念のため申し上げます。投票は、単記無記名であります。投票用紙に被

選挙人の氏名を 1名記入願います。

それでは、順次投票願います。

〔投票〕

〇議長（伊藤雅敏君） 投票漏れはありませんか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

〇議長（伊藤雅敏君） 投票漏れなしと認めます。

投票を終了いたします。

議場の閉鎖を解きます。

〔議場開鎖〕

〇議長（伊藤雅敏君） 開票を行います。

立会人に佐藤晃久君及び谷口廣睦君を指名いたします。

両君の立ち会いをお願いいたします。

〔立会人（佐藤晃久君、谷口廣睦君）登壇〕

〔開票〕

〇議長（伊藤雅敏君） 選挙の結果を報告いたします。
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投票総数 39票

これは、先ほどの出席議員数に符合いたしております。

そのうち

有効投票 39票

無効投票なし

有効投票中

豊田忠正君 36票
橋本茂君 3票

以上のとおりであります。

この選挙の法定得票数は、 10票であります。

よって、豊田忠正君が四日市市議会副議長に当選されました。

豊田忠正君、ごあいさつをお願いします。

〔副議長儘曲J忠正君）議場中央に進む〕

〇副議長壇田忠正君） ただいまは大変温かいご支援をいただき、副議

長という重大な責務を与えていただきまして、本当にありがとうございま

した。

この上は、伊藤議長のよきパートナーとして四日市市発展のために一生

懸命頑張りますので、今後とも皆様のご支援をいただきますよう、あわせ

て御礼申し上げまして、ごあいさつにかえさせていただきます。どうもあ

りがとうございました。

（拍手）

〇議長（伊藤雅敏君） 暫時、休憩いたします。

午後9時7分休憩

午後10時43分再開

〇議長（伊藤雅敏君） 休憩前に引き続き会議を開きます。
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日程第6 発議第3号 四日市市議会議会運営委員会委員の選任につい

て

〇議長（伊藤雅敏君） 日程第6、発議第3号四日市市議会議会運営委員

会委員の選任についてを議題といたします。

おはかりいたします。委員会条例第6条第1項の規定により、

議会運営委員会委員に、

青山弘忠君 伊藤正数君 宇野長好君 大谷茂生君

坂口正次君 佐野光信君 野崎 洋君

藤井浩治君 益田 力君 水野幹郎君

森真寿朗君

長谷川昭雄君

毛利道哉君

以上のとおり指名いたしたいと思います。これにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

〇議長（伊藤雅敏君） ご異議なしと認めます。よって、ただいま指名い

たしました諸君を議会運営委員会委員に選任することに決しました。

〇議長（伊藤雅敏君） この際、議会運営委員会は、正副委員長互選のた

め、第4委員会室において委員会を開催されるようお願いいたします。

暫時、休憩いたします。

午後10時44分休憩

午後11時13分再開

〇議長（伊藤雅敏君） 休憩前に引き続き会議を開きます。

おはかりいたします。この際、会期の延長についてを日程に追加し、議

題といたしたいと思います。これにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

〇議長（伊藤雅敏君） ご異議なしと認めます。よって、そのように決し

ました。
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日程追加会期の延長について

〇議長（伊藤雅敏君） 会期の延長についてを議題といたします。

おはかりいたします。今臨時議会の会期は本日までと決定されておりま

すが、議事の都合により、会期を5月14日まで、 1日間延長いたしたいと

思います。これにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

〇議長（伊藤雅敏君） ご異議なしと認めます。よって、会期は5月14日

まで、 1日間延長することに決しました。

なお、 5月14日は休会の日でありますが、議事の都合により、特に会議

を開きます。

〇議長（伊藤雅敏君） この際、議会運営委員会における正副委員長の互

選の結果を報告いたします。

委員長野崎洋君 副委員長大谷茂生君

叫のとおりであります。

日程第7 発議第4号四日市市議会常任委員会委員の選任について

〇議長（伊藤雅敏君） 日程第7、発議第4号四日市市議会常任委員会委

員の選任についてを議題といたします。

おはかりいたします。委員会条例第6条第1項の規定により、

総務委員会委員に、

青山弘忠君 桑原 勇君 佐野光信君 中森慎二君

野呂平和君 橋本増蔵君 長谷川昭雄君 古市元一君

水野幹郎君 毛利道哉君

教育民生委員会委員に、

伊藤雅敏 伊藤正巳君 宇野長好君 大島武雄君
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喜多野等君 坂口正次君

日置記平君 藤井浩治君

産業公営企業委員会委員に、

石川勝彦君 市川悦子君

久保博正君 小林博次君

水野和子君 森真寿朗君

建設委員会委員に、

1j¥jf: 道夫君 市川正徳君

瀬川憲生君 田中 武君

土井数馬君 益田 力君

豊田忠正君

伊藤正数君

野崎 洋君

小川政人君

田中俊行君

橋本 茂君

大谷茂生君

堀内弘士君

佐藤晃久君

谷口廣睦君

以上のとおり指名いたしたいと思います。これにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

〇議長（伊藤雅敏君） ご異議なしと認めます。よって、ただいま指名い

たしました諸君を、それぞれの常任委員会委員に選任することに決しまし

た。

〇議長（伊藤雅敏君） この際、各常任委員会は、正副委員長互選のため

委員会を開催されるようお願いいたします。

疇委員会は第 1委員会室、教育民生委員会は第2委員会室、産業公営

企業委員会は第3委員会室、建設委員会は第4委員会室といたします。

暫時、休憩いたします。

午後11時17分休憩

午後11時47分再開

〇議長（伊藤雅敏君） 休憩前に引き続き会議を開きます。

おはかりいたします。本日の会議はこの程度にとどめ、延会いたしたい

と思います。これにご異議ありませんか。
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〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

〇議長（伊藤雅敏君） ご異議なしと認めます。よって、本日はこれをもっ

て延会することに決しました。

次回は、明日午前0時30分から会議を開きます。

本日はこれをもって延会いたします。

午後11時48分延会

会 議 録

第 3
 

日

（平成6年5月14日）
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〇議事日程第3号

平成6年5月14日(±) 午前0時30分開議

第1 選挙第3号四日市港管理組合議会議員の補欠選挙について

第2 選挙第4号四日市、菰野、川越、朝日地区衛生組合議会議員の補

欠選挙について

第3 選挙第5号三洒伝染病隔離病舎組合議会議員の選挙について

第4 選挙第6号北勢公設地方卸売市場組合議会議員の補欠選挙につい

て

第5 選挙第7号三洒農業共済事務組合議会議員の補欠選挙について

第6 発議第5号 四日市市議会特別委員会の設置について

第7 議案第51号監査委員の選任について………………説明・質疑

討論・採決

0本日の会議に付した事件

議事日程のとおり

0出席議員 (39名）

忠

夫

彦

子

徳

数

敏

巳
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勝
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藤
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藤
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島
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小

石

市
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伊

伊

伊

宇

大
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大谷茂 4生
小川政人

喜多野 等

久保博

桑原 勇

小林博次

坂口正次

佐藤晃久

佐野光信

瀬川憲生

田中 武

田中俊行

谷口廣睦

土井数馬

豊田忠正

中森慎

野崎

橋本

橋本増

長谷川昭

日置記

藤井浩

古市元

堀内弘

益田 カ

水野和子

水野幹郎

毛 利

森

〇欠席議員 (1名）

正 野 呂

0出席議事説明者

長

役

役

役
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長

長

長

部
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〇出席事務局職員

主
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参事兼議事課長

議事課長補佐

議事係長

主事

事
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耕士
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敏樹

田

田

士
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午前0時32分開議

〇議長（伊藤雅敏君） これより本日の会議を開きます。

ただいまの出席議員数は、 38名であります。

本日の議事につきましては、お手元に配付いたしました議事日程第3号
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により取り進めますので、よろしくお願いいたします。

〇議長（伊藤雅敏君） この際、各常任委員会における正副委員長の互選

の結果を報告いたします。

総務委員会委員長 青山弘忠君 副委員長桑原勇君

教育民生委員会委員長 坂口正次君

産業公営企業委員会委員長森真寿朗君

副委員長藤井浩治君

副委員長石川勝彦君

建設委員会委員長 ＿谷口廣睦君 副委員長小川政人君

以上のとおりであります。

日程第 1 選挙第3号四日市港管理組合議会議員の補欠選挙について

〇議長（伊藤雅敏君） 日程第1、選挙第3号四日市港管理組合議会議員

4人の補欠選挙を行います。

おはかりいたします。選挙の方法は指名推選によることとし、指名の方

法は議長において指名することにいたしたいと思います。これにご異議あ

りませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

〇議長（伊藤雅敏君） ご異議なしと認めます。よって、そのように取り

計らうことに決しました。

四日市港管理組合議会議員に、

久保博正君 田中 武君 古市元一君 堀内弘士君

を指名いたします。

おはかりいたします。ただいま指名いたしました諸君を四日市港管理組

合議会議員の当選人と定めることにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

〇議長（伊藤雅敏君） ご異議なしと認めます。

よって、ただいま指名いたしました諸君が、四日市港管理組合議会議員
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に当選されました。

日程第2 選挙第4号四日市、菰野、川越、朝日地区衛生組合議会議

員の補欠選挙について

〇議長（伊藤雅敏君） 日程第2、選挙第4号四日市、菰野、川越、朝日

地区衛生組合議会議員7人の補欠選挙を行います。

おはかりいたします。選挙の方法は指名推選によることとし、指名の方

法は議長において指名することにいたしたいと思います。これにご異議あ

りませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

〇議長（伊藤雅敏君） ご異議なしと認めます。よって、そのように取り

計らうことに決しました。

四日市、菰野、川越、朝日地区衛生組合議会議員に、

桑原 勇君 中森憤二君 橋本増蔵君 長谷川昭雄君

古市元一君 水野幹郎君 毛利道哉君

を指名いたします。

おはかりいたします。ただいま指名いたしました諸君を四日市、菰野、

川越、朝日地区衛生組合議会議員の当選人と定めることにご異議ありませ

んか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

〇議長（伊藤雅敏君） ご異議なしと認めます。

よって、ただいま指名いたしました諸君が、四日市、菰野、川越、朝日

地区衛生組合議会議員に当選されました。

日程第3 選挙第5号三洒伝染病隔離病舎組合議会議員の選挙につい

て

〇議長（伊藤雅敏君） 日程第3、選挙第5号三洒伝染病隔離病舎組合議；
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会議員5人の選挙を行います。

おはかりいたします。選挙の方法は指名推選によることとし、指名の方

法は議長において指名することにいたしたいと思います。これにご異議あ

りませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

〇議長（伊藤雅敏君） ご異議なしと認めます。よって、そのように取り

計らうことに決しました。

三洒伝染病隔離病舎組合議会議員に、

桑原 勇君 橋本増蔵君 長谷川昭雄君 古市元一君

毛利道哉君

を指名いたします。

おはかりいたします。ただいま指名いたしました諸君を三洒伝染病隔離

病舎組合議会議員の当選人と定めることにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

〇議長（伊藤雅敏君） ご異議なしと認めます。

よって、ただいま指名いたしました諸君が、三洒伝染病隔離病舎組合議

会議員に当選されました。

日程第4 選挙第6号北勢公設地方卸売市場組合議会議員の補欠選挙

について

〇議長（伊藤雅敏君） 日程第4、選挙第6号北勢公設地方卸売市場組合

議会議員5人の補欠選挙を行います。

おはかりいたします。選挙の方法は指名推選によることとし、指名の方

法は議長において指名することにいたしたいと思います。これにご異議あ

りませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

〇議長（伊藤雅敏君） ご異議なしと認めます。よって、そのように取り
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計らうことに決しました。

北勢公設地方卸売市場組合議会議員に、

伊藤正数君 大谷茂生君 Ij淋:博次君 野崎 洋君

水野和子君

を指名いたします。

おはかりいたします。ただいま指名いたしました諸君を北勢公設地方卸

売市場組合議会議員の当選人と定めることにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

〇議長（伊藤雅敏君） ご異議なしと認めます。

よって、ただいま指名いたしました諸君が、北勢公設地方卸売市場組合

議会議員に当選されました。

日程第5 選挙第7号三洒農業共済事務組合議会議員の補欠選挙につ

いて

〇議長（伊藤雅敏君） 日程第5、選挙第7号三洒農業共済事務組合議会

議員6人の補欠選挙を行います。

おはかりいたします。選挙の方法は指名推選によることとし、指名の方

法は議長において指名することにいたしたいと思います。これにご異議あ

りませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

〇議長（伊藤雅敏君） ご異議なしと認めます。よって、そのように取り

計らうことに決しました。

三洒農業共済事務組合議会議員に、

石川勝彦君 伊藤正数君 久保博正君 1j~ 博次君

堀内弘士君 水野和子君

を指名いたします。

おはかりいたします。ただいま指名いたしました諸君を三洒農業共済事
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務組合議会議員の当選人と定めることにご異議ありませんか。・

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

〇議長（伊藤雅敏君） ご異議なしと認めます。

よって、ただいま指名いたしました諸君が、三洒農業共済事務組合議会

議員に当選されました。

日程第6 発議第5号四日市市議会特別委員会の設置について

〇議長（伊藤雅敏君） 日程第6、発議第5号四日市市議会特別委員会の

設置についてを議題といたします。

おはかりいたします。本市議会に、広域行政の推進と30万都市実現に向

けた各種施策に関する調査研究のため、 9名の委員をもって構成する広域

行政特別委員会、中部新国際空港へのアクセス対策を含む四日市港の開発

・整備に関する調査研究のため、 10名の委員をもって構成する港湾整備対

策特別委員会、文化・スポーツ施設、 （仮称）第二市庁舎等を含む公共施

設の整備に関する調査研究のため、 10名の委員をもって構成する公共施設

整備対策特別委員会、及び中心市街地再開発、道路及び駅周辺等の整備を

含む都市整備に関する調査研究のため、 10名の委員をもって構成する都市

整備対策特別委員会を設置することにいたしたいと思います。

なお、これらの特別委員会は、議会の閉会中も調査研究ができるものと

し、調査研究が終了するまで存続することにいたしたいと思います。これ

にご異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

〇議長（伊藤雅敏君） ご異議なしと認めます。よって、そのように決し

ました。

〇議長（伊藤雅敏君） この際、各特別委員会委員の選任を行います。

おはかりいたします。委員会条例第6条第1項の規定により、
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広域行政特別委員会委員に、

市川悦子君 伊藤正数君

坂口正次君 豊田忠正君

毛利道哉君

港湾整備対策特別委員会委員に、

伊藤正巳君

野崎 洋君

佐藤晃久君 佐野光信君 田中 武君

長谷川昭雄君 日置記平君 藤井浩治君

益田 力君 水野幹郎君

公共施設整備対策特別委員会委員に、

青山弘忠君 市川正徳君 宇野長好君

久保博正君 桑原 勇君 小林博次君

橋本 茂君 森真寿朗君

都市整備対策特別委員会委員に、

喜多野等君

野呂平和君

土井数馬君

堀内弘士君

小川政人君

谷口廣睦君

小井道夫君 石川勝彦君 大島武雄君 大谷茂生君

瀬川憲生君 田中俊行君 中森慎二君 橋本増蔵君

古市元一君 水野和子君

以上のとおり指名いたしたいと思います。これにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

〇議長（伊藤雅敏君） ご異議なしと認めます。

よって、ただいま指名いたしました諸君を、それぞれの特別委員会委員

に選任することに決しました。

〇議長（伊藤雅敏君） この際、各特別委員会は、正副委員長互選のため、

委員会を開催されるようお願いいたします。

広域行政特別委員会は第1委員会室、港湾整備対策特別委員会は第2委

員会室、公共施設整備対策特別委員会は第3委員会室、都市整備対策特別

委員会は第4委員会室といたします。
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暫時、休憩いたします。

午前0時43分休憩

午前0時58分再開

〇議長（伊藤雅敏君） 休憩前に引き続き会議を開きます。

この際、各特別委員会における正副委員長の互選の結果を報告いたしま

す。

広域行政特別委員会

委員長伊藤正数君 副委員長伊藤正巳君

港湾整備対策特別委員会

委員長水野幹郎君 副委員長土井数馬君

公共施設整備対策特別委員会

委員長小林博次君 副委員長市川正徳君

都市整備対策特別委員会

委員長大島武雄君 副委員長瀬川憲生君

以上のとおりであります。

日程第7 議案第51号監査委員の選任について

〇議長（伊藤雅敏君） 日程第7、議案第51号監査委員の選任についてを

鵬といたします。

本件は、長谷川昭雄君及び毛利道哉君の一身上に関する事件であります

ので、地方自治法第 117条の規定により、両君の退席を求めます。

〔長谷川昭雄君、毛利道哉君退場〕

〇議長（伊藤雅敏君） 提案理由の説明を求めます。

市長。

〔市長（加藤寛嗣君）登壇〕

〇市長伽藤寛嗣君） ただいま上程されました議案第51号は、議会の議
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員のうちから選任する監査委員として、長谷川昭雄氏及び毛利道哉氏を選

任いたしたいと存じ、提案するものであります。

〇議長（伊藤雅敏君） 提案理由の説明は、お聞き及びのとおりでありま

す。

ご質疑がありましたら、ご発言願います。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

〇議長（伊藤雅敏君） 別段ご質疑もありませんので、質疑を終結いたし

ます。

これより本件を採決いたします。

本件は、同意することにご異議ありませんか。

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕

〇議長（伊藤雅敏君） ご異議なしと認めます。よって、本件は同意する

ことに決しました。

〔長谷川昭雄君、毛利道哉君入場して着席〕

〇議長（伊藤雅敏君） 以上で、今臨時会の日程は全部終了いたしました

ので、会議を閉じ、平成6年 5月四日市市議会臨時会を閉会いたします。

連日にわたりご苦労さまでございました。

午前 1時2分閉会
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地方自治法第 123条第2項の規定に基づき署名する。 1.会期日程

2.議決事件一覧表

四日市市議会議長 伊 藤 雅 敏 3.付託議案一覧表

4.議会役員一覧表

四日市市議会副議長 田 中 武 5.常任委員会委員一覧表

6.特別委員会委員一覧表

署 名 議 員 伊 藤 正 数 7.組合議会議員一覧表

署 名 議 員 水 野 和 子
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5月12日（木）

5月13日（金）

5月14日(±)

平成6年5月臨時会会期日程

午前10時開会

表彰状の伝達について

故川村幸善君に対する追悼の辞

議案説明・質疑・委員会付託

総務委員会

午前10時開議

委員長報告・質疑・討論・採決

委員会条例の一部改正についで・説明・質疑

討論・採決

議会役員等の改選について

午前0時30分開議

議会役員等の改選について
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議決事件一覧表

〔市長提出議案〕 （3件）

議 案

議案第49号専決処分について

名

一平成5年度四日市市一般会計補正予算

償 5号）一

議案第50号専決処分について

ー四日市市税条例の一部改正について一

議 51号監査委員の選任について

〔議員提出議案〕 （4件）

議 案 名

発議第2号 四日市市議会委員会条例の一部改正について

発議第3号四日市市議会議会運営委員会委員の選任につ

いて

発議第4号 四日市市議会常任委員会委員の選任について

発議第5号 四日市市議会特別委員会の設置について
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議決結果

承 認

承 認

同 意

議決結果

原案可決

選 任

選 任

原案可決

付託議案一覧表

〇 総務委員会

議案第49号専決処分について

一平成5年度四日市市一般会計補正予算 005号）一

議案第50号専決処分について

ー四日市市税条例の一部改正について一
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議会役員一覧表 常任委員会委員一覧表

議 長

伊藤

副議長

豊

議会選出監査委員

長谷川昭

議会運営委員会委員

崎

藤

野

野

伊

佐

益

森

◎
 

日

田

洋

数

信

力

朗

寿真

正

光

田

雅

忠

敏

正

雄

議会報編集委員会委員

伊藤雅敏

市川悦子

土井数馬

置記平

田

藤

森

豊

伊

中

毛

0大谷茂

宇野長好

長谷川昭雄

水野幹郎

忠

正

慎

利

生

（◎印

正

巳

道 哉

井

利

青

坂

藤

毛

山

口

委員長

弘

正

浩

道

0印

忠

次

治

哉

副委員長）

彦

生

茂

勝

憲
川

川

本

石

瀬

橋

総務委員会 (10人）

c清山弘忠

中森憤

長谷川昭

毛利道

日

建設委員会 (10人）

◎谷口廣睦

市川正徳

中武田

益 田

二

雄

哉

力

〇桑原

野呂平

古市元

産業公営企業委員会 (10人）

◎森 真寿朗 0石川勝

伊藤正数 大谷茂

小林博次 野崎

水野和子

〇小川政

佐藤晃

中俊田

勇

和

教育民生委員会 (10人）

◎坂口正次 〇藤井浩治

伊藤正巳 宇野長好

喜多野 等 豊田忠正

置記平

彦

生

洋

人

久

行

（◎印

佐野光信

橋本増蔵

水野幹郎

敏

雄

茂

雅

武

藤

島

本

伊

大

橋

悦

博

弘

川

保

内

市

久

堀

憲

数

井

川

井

小

瀬

土

委員長

道

〇印

子

正

士

夫

生

馬

副委員長）
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特別委員会委員一覧表 組合議会議員一覧表

◎伊藤

喜多野

野崎

広域行政特別委員会 (9人）

設置目的広域行政の推進と30万都市実現に向けた各種施策に関する調

査研究

正数

等

洋

0伊藤

坂口

野呂

巳

次

和

正

正

平

子

正

哉

悦

忠

道

川

田

利

市

豊

毛

港湾整備対策特別委員会 (10人）

設置目的 中部新国際空港へのアクセス対策を含む四日市港の開発・整

備に関する調査研究

◎水野幹 郎 〇土井数

佐 野光信 田中

日置記平 藤井浩

益田 カ

小

宇

桑

森

◎
 

林

野

原

馬

武

治

佐藤晃

長谷川昭

堀内弘

公共施設整備対策特別委員会 (10人）

設置目的文化・スポーツ施設、 （仮称）第二市庁舎等を含む公共施設

の整備に関する調査研究

博次 0市川正徳

長好 小川政人

勇 谷口廣睦

真寿朗

山

保

本

青

久

橋

弘

博

久

雄

士

忠

正

茂

都市整備対策特別委員会 (10人）

設置目的 中心市街地再開発、道路及び駅周辺等の整備を含む都市整備

に関する調査研究

◎大島武雄 〇瀬川憲

石川勝彦 大谷茂

中森慎二 橋本増

水野和子

四日市港管理組合議会議員 (4人）

久保博正 田中

堀内弘士

武

四日市、菰野、川越、朝日地区衛生組合議会議員 (7人）

桑 原 勇 中森憤二 橋本増蔵

長谷川昭雄 古市元一 水野幹郎

毛 利道哉

三洒伝染病隔離病舎組合議会議員 (5人）

桑原 勇 橋本増蔵

古 市元一 毛利道哉

北勢公設地方卸売市場組合議会議員 (5人）

伊藤 正数 大谷茂生

野 崎 洋 水野和 子

三洒農業共済事務組合議会議員 (6人）

石川 勝彦 伊藤正数

小林博次 堀内弘士

古 市

長谷川

小 林

保

野

久

水

プじ

昭

博

雄

次

博

和子

正

生

生

蔵

夫
行
一

道

俊

元

井

中

市

小

田

古

（◎印 委員長 0印 副委員長）
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